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研 究 主 題

生徒 の自主 的 ・創造的な集団活動を通 して

「生 きる力」 をは ぐくむ特別活動 の指導の工夫

1主 題設定の理由

21世 紀 に入 った現 在 、 わ が 国 は、 国 際化 、情 報 化 、 高 齢 化 、 少 子 化 等 の社 会 の 変 化 が急 激 に

進 展 して お り、生 徒 た ち はそ の よ うな社 会 の変 化 に主 体 的 に対 応 して い く ことが ます ます重 要

に な って い る。

ま た、 人 間 関 係 の 希 薄 さや、 他 人 の痛 み を知 り思 い や る心 の弱 さが 指 摘 され るな か、 よ り良

い人 間 関 係 を ど う作 って い くか、 自己表 現 力 、 他 者 へ の思 いや りや正 義 感 、連 帯 感 や協 力心 な

どを ど う は ぐ くん で い くか が大 きな課 題 とな って い る。

従 って これ か らの学 校 教 育 に お い て は、 ゆ と りの中 で 特 色 あ る教 育 を展 開 し、 生 徒 が豊 か な

人 間 性 や基 礎 ・基 本 を身 に付 け、 個 性 を生 か し、 自 ら学 び、 自 ら考 え る力 な ど の 「生 き る 力 」

を養 う こ とが大 切 で あ る。

特 別 活 動 の ね らい の 中 に、 子 ど もた ちが 互 い に人格 を 尊 重 し合 い、 そ れ ぞ れ の個 性 を認 め合

い伸 ば し合 って い く集 団 活 動 を通 して 、 自己 の 個性 を よ り よ く理 解 し、 これ を一 層 伸 ば そ うと

す る主 体 的 な態 度 を育 て る こ とが あ げ られ て い る。

従 って、 特 別 活 動 を今 後 さ らに充 実 させ 、新 学 習 指 導 要 領 の特 別 活 動 の 目標 に あ る よ う に 、

生 徒 は望 ま しい集 団 生 活 を通 して 、心 身 の調 和 の とれ た発 達 と個 性 の伸 長 を図 り、 集 団 や社 会

の一 員 と して よ りよ い生 活 を 築 こ う とす る 自主 的、 実 践 的 な態 度 を育 て る と と もに、 人 間 と し

て の 生 き方 につ いて の 自覚 を 深 め、 自己 を生 か す能 力 を養 い、 「生 き る力 」 を 身 に付 け て い く

こ とが 重要 で あ る。

特 別 活動 の 内 容 は学 級 活 動 、 生 徒 会 活 動 、 学 校 行 事 と幅 広 いが 、 様 々 な場面 で 生徒 が他 との

関 わ りの 中 で 自己 の良 さを理 解 し、 他 が そ れ を認 め評 価 す る こと は、 生 徒 が 自信 を深 め、 自己

の個 性 を一 層 伸 ば して い こ う とい う態 度 を育 て る こ と にっ なが って い くと考 え る。 また、 そ れ

ぞ れ の生 徒 が 自己 の個 性 を発 揮 して い くに は、 その 集 団 が よ く機 能 した協 力 的 な もの で あ る こ

とが必 要 で あ る。 特 に生 徒 会 の よ うに大 き な集 団 にな る と、組 織 的 に しっか り した基 盤 が な い

と生 徒 一 人 一 人 が 自主 的 ・実 践 的 な態度 で 取 り組 む こ と は難 しい か らで あ る。

そ こで 、 本 研 究 は、 生 徒 が 特 別 活動 を通 して 「生 き る力」 を は ぐ くん で い け る に は、

・学 級 にお いて それ ぞ れ の 生 徒 が 自己 の 良 さや個 性 を理 解 し
、 他 との 関 わ りを通 して さ らに そ

れ らを 伸 ば し生 か して い くこ と

・生 徒 会活 動 を 活性 化 し、 生 徒 の 自主 的 ・実 践 的 な態 度 を は ぐ くむ こ と

が 重要 で あ る と考 え、 上 記 の研 究 主 題 を設 定 した。
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皿 第1分 科会

副主題 「人 との豊 かな関わ りを通 して自己を生 かす力 を育 てる学級活動 の工夫」

1副 主題設 定の理由

学級 は学校 生活を送 る上で基本 とな る集団であ る。 各教科 の学 習活動を は じめ と して、行事

等で も活動の中心 にな ることが多 く、 日常的 に生徒 と生徒 、教 師 と生徒が関わ り合 って い く場

で ある。

しか し、「現代 の青少年 は人間関係 が希薄 である」「他人 に共感 して思 いや る心 が弱 くな って

いる」 などと指摘 されて いるよ うに、学 級での活動 にお いて も、生 徒 と生徒 の関わ りが仲の よ

い特定の者 に限 られて しまった り、 自分 の こと以外 には無関心 にな りが ちだ った りす ることが

見 られ る。

新学習指導 要領 の解説の中で、望 ま しい集団活動 と して 「集団の各成員が互 いに人格 を尊重

し合 い、個人を集団 に埋没 させ ることな く、 それぞれの個性を認 め合 い、伸 ば して い くよ うな

活動」 と述べ られて いるが、心身共 に大 き く成長す る反面、不安定 にな りが ちな中学生 の時期

に、 自己の個性 を知 ることや他 の人の様々 な価値観や良 さを知 り認 めて い くことは、将来 にお

いて社会人 と して、職業人 と して あるいは家庭人 と して 自己の個性を発揮 してい くための大 き

な基盤 になって い くと考え られ る。

生徒 の中 には、学校生活の中で活躍 の場 を得て、生 き生 きと自己の能力 を発揮 している生徒

が いる一方、本人や他の生徒が その生徒の良 さや その能力 に気付か なか った り、表現 で きない

た めに能力が生か されて いな い生徒 も見 られる。作文が苦手 な生徒で も絵 にっ いて は得意 で興

味が あるといったよ うに個々 の生徒 には得意、不得意 な面 や興味関心 の違 いがある。 それ らの

面 に着 目 し、それ らを生か して い くことによ って、 自主性 や創造性 を引 き出 し、伸 ば していけ

るので はないか と考え られ る。 また、 目立っ活動で な くと も周囲 の正 しい評価 や励 ま しによ っ

て、次 の活動の よい動機付 けにな り、 さ らに、 自己を表現 で きる機会が生 まれて くると考える。

生徒一人一人が 自己の個性や適性、長所 と短所、興味 や関心 を知 り、周囲 の励 ま しと評価 を

得 なが らそれ らを様 々な場面、方法で表現す る ことを通 して自己を生 かす力 が育 ってい くと考

え、上記 の副主題 を設定 した。

他者理解
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2研 究 の内容

(1)研 究 構 想 図

主

生徒の自主的 ・創造的な集団活動を通 して 「生きる力」をはぐくむ特別活動の指導の工夫

・人間関係が希薄であ り他者 とのコ ミュニ ケーシ ョンが

苦手で ある。

・自分の意見や意志を伝え ることがで きず、指示待 ちで

ある。

・自己の個性や能力、適性等 を理解せず、他者の良 さを

認 める力 が乏 しい。

・自己中心 的である。

指導の現状と課題

・学級活動 での討論 の時 間が不足 している。

・生徒が 自 ら主体 的に活動す る場が少 な く、体験的、実

践 的活動 が少 ない。

・リーダーの育成 がむず か しい。

主

特別活動の目標

望 ましい集団活 動を通 して

・心身の調和の とれた発達 と個性の伸 長を図 る。

・集団や社会の一員 としてよ りよい生活 を築 こうとする

自主的 ・実践的な態度を育 て る。

・人間 と しての生 き方についての 自覚 を深 め、自己を生

かす能力を養 う。

地域や家庭の学校に対する期待

・自ら意欲的 ・主体的 に学んでい く力を育成 す る。

・社会や地域の活動に積極的に参加 し、豊 かな心 を もっ

た生徒 を育成す る。

・豊か な個性や人間性を持 ち、他者の個性を理解 し尊重

す る力 を育成す る。

人との豊かな関わりを通 して自己を生かす力を育てる学級活動の指導の工夫

1

研 究 の ね ら い

自己を生 かす力 とは何 かを明 らか にす る。

自己を生 かす力 を育 てる学級活動 の指導計画 を工夫す る。

社会 の一員 と して責任 ある行動がで きる生徒 の育成の仕方を考え る。

仮

自 らの個性 や良 さを理解 し、望 ま しい表現方法 を身 に付 け、集 団 の中で お互 い の

良 さを認 め合 うことによ って、 自己を生か す力が は ぐくまれるであろ う。

内

生徒一人一人 に自己理解 の機会 を設定 し、 自分 の良 い面 を理解 させ る指導の工夫。

自己の良 さや個性 を理解 し、他者 との関わ りの中でさ らに伸 ば し、生 か して いける場面 の設定 の仕方 の工夫。

自己表現 を通 して自他 の良 さを認 め合 う自己評価 の工夫。

研 究 方 法

1研 究構想図 の作成

2自 己理解、 自己実現 をお こな うための実践方法 の研究

3授 業研究 の実践 と検証

4評 価 のあ り方 の研究

ま と め と 今 後 の 課 題
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(2)「 自己を生 かす力」 を身 に付 けさせるために

中学生 ・高校 生 によるい じめ ・不登校 ・少年犯罪 な どが、学校 内だけの問題 で はな く、社会

問題 と して マスコ ミを賑わせ るようにな って久 しい。 これ らの問題 は、子 どもを とりま く社会

環 境の変化、少子化、高学歴 を求め るための受験 の過熱化 な ど、 さまざ まな要 因が関連 し合 い

発 生 して いる もの と考え られ る。 この ような状況 の中で、新学 習指導要領 の特別活動 の 目標 が

現行 の学習指導要領 の 「集団の一員」 か ら 「集団や社会 の一員」 とい う文言 に改 め られた。 こ

れ は、中学生 とい う心身 と もに不安定な年 齢の時期 に、学校生活 とい う集団の中 にとどま らず、

常 に社会 の一員 とい う視点を基盤 に し、生 徒の一人一人 の人間性 を高 めて い くことが求め られ

て いるか らだ と思 われ る。

そ こで、学校へ の期待、生徒 の現状 や学

校教育 の課題 を十分 に検討 し、我 々が最 も

改善すべ きで あ ると考 えた課題 が、 「人 間

関係 の希薄 さ」で あ った。 これ は 日常 の各

教科 や学級活動 の中で、生徒同士 のか かわ

りあいが薄 く、豊 かな人間関係 をっ くる能

力が乏 しくな って い ると感 じる場面が 多 く

な って きたか らで あ る。 では、 どのよ うな

原因 で人間関係が希薄 になっていったのか。

今 までの人間関係

現在中学生に見られる人間関係

⊂三)1樋 人麟=(∫ 三)

① 自分 の言動 に自信 が もてず、失敗 を して 自分 自身 が傷 つ くのを恐 れ る。

②他者 とかかわる中で、 自分 同様 に他者 を も傷 っけ るのを恐 れ る。

③積極 的に活動 す ることで、他者 か ら中傷 され るのを恐 れ る。

そ こで、人 間関係 の希薄 さとい う課題 を少 なか らず改善 す るために、生徒一人一入 の 「自己

理解」 と 「他者理解」の認識 を深 め、集 団生活 の中で 「自己表現」 を行 ってい く力を身に付 け

させて い く必要性 を感 じた。 まず、 「自己理解」 を深 めさせ るためには:

① 自分の個性 をよ りよ く理解 させ る。

② 将来の社会人 、あ るい は家 庭人 と して、社 会の中で 自己を正 しく生 かす能 力を養 う。

③ 自主的、実践 的 な態度 を養 う。

次 に、 「他 者 理 解 」 を深 め させ る た め に は

① 他者 の個性を理解 し尊重す る力を高あ させ る。

② 他者 と共 に生 き相手を思 いや る心を深 め、社会の一員 と して の自覚 と責任 の意識 を高 め

させ る。

③ 集団生活 の中で、人間性や帰属感 を高 めさせ、他者 に対す る寛容 の精神 をは ぐくむ。
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そ して 、 「自 己表 現 」 を高 め させ る た あ に は

① 自己の個性を理 解 し、 自 ら判 断 して 自主 的に行動 し、実践 で きる能力 を養 う。

②他者 の個性を尊重 しなが ら、集団の中で 自発 的、主体 的に判断 し、 自 らの役割 を遂行 で

きる力 を養 う。

③将来 も家庭や地域社会 の一員 と して、 自 らの力を望 ま しいかたちで生 かせ るよ う、豊 か

な人間性 とと もに個性 を伸長 させて い く。

「自己理 解 」 と 「他 者 理 解 」 そ して 「自 己表 現 」 は、 豊 か な 人 間 関係 を形 成 す る上 で 、重 要

な要 素 で あ る。 そ れ だ け で な く将 来 、 自分 の主 体 的 な進 路 選 択 を行 う上 で、必 要 な ことで あ り、

これ か らの 人生 で何 を求 あ た い か が、 自分 で わ か って い な けれ ば な らな い し、 そ れ を 表 せ な け

れ ば な らな い。 つ ま り、 自分 自身 に っ い て の理 解 は もち ろ ん、 表 現 す る力 も伸 長 して い く こ と

が必 要 な の で あ る。

学校 ・家庭 。地 域社会

と生徒 とのかかわ り

社会性

道徳心
自己を生かす力

人 間 関 係

健康安全

進 路

地域貢献

し つ け

「自己を生かす力」 とは、 自分勝手 で 自己満足 的な行動 を意味 す るのではな く、 自己の個性

や適性 を十 分理解 し、創 造的 にその力 を発展 ・伸長 させ、 自覚 を もち、人間 として責任 あ る行

動を とることによ り、現 在及 び将来 にわた って、他者 か らもその力 を認 め られ、協力 しなが ら

充実 した生 活を送 ることので きるような能 力の ことであ る。 自己を生 かす力 を身 に付 け させ 、

豊か な人 間関係をっ くらせ る取組 にっ いて は、 「日本 の学校で は、人間 関係 をつ くる力が 、 行

事や学級 活動を通 じて 自然 に養われて くると考え られて いたが、 自分 や他者 そ して人 間を見 つ

めるというような、子 ど もたちが生 きる喜 びを感 じられ る取組 を もっと広 げて い くべ きだ。」

(亀 口憲治氏:東 京大学学校 臨床教育研究 セ ンター教授 平成12年2月21日 付 朝 日新 聞)と

い う意見 もあ る。 今後 は、学校教育の中で 「豊かな人間関係の確 立」 を は ぐくむ取組を、意欲

的 に行 って い く必要が あると思われ る。
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(3)授 業研究 の実践 と検証

〈授業実践1:A中 学校〉

指導計画

① 題材名 「お互 いの良 さを発見 し認 め合お う」

② 題材設定 の理 由

自己を生 かす力 をは ぐくむには、生徒が 自 らの個性や能力 ・適性 等 を十分 に理 解 し、

それ らを創造 的に発展 ・伸長 させて い くこ とが大切で ある。 しか し中学 生 の段 階で は、

自分 の良 さに気付 いていなか った り、 また気付 いて いたと して も自信が もてず、 自分 の

良 さを発揮 で きないでいる場合 が見 られ る。

そ こで必要 なのが、周囲 か ら自分 の良 さを認 め られ る ことで あろ う。 人 に認め られ る

ことによ って、改 めて自分 の良 さに気付 いた り、 自信 を持 って 自分 の良 さを発揮で きる

よ うにな る場合 があ るか らであ る。

また、学級活動 においては、他者 の個性 を理解 し尊重 す ることを通 して、他者へ の思

いや りを深 めてい くことも必要 であ る。 自己中心的で はな く、生徒 がお互 いの良 さを認

め合 い、学級 の中で 自分 の良 さを発揮 しなが ら共 に成長 してい く、 そのよ うな学級 を目

指 したい と考 え、 この題材 を設定 した。

なお本題材 で は、多 くの活動 の中か ら 「運動会」 と 「作品展」 を取 り上 げ、 この2つ

の行事 を活用 した学級活動 を計画 した。行事 の準備 や反省 のために学級活動 を利用 す る

ので はな く、 「お互 いの良 さを認 め合 う学級活動」の中で2っ の行 事 を活用 す る、 とい

う考えの もとで計 画 し、実施 してい る。

③ 指導 のね らい

a友 達 の良 さを発見 し、認 め られ るよ うにな る。

b自 分 の良 さに気付 き、 集団の中でそれを発揮 で きるようにな る。

④ 指導 の過程

a「 運動会 で活躍 した人 に拍手 を送 ろう」 ～お互 いの良 さを認 め合お う～

b「 僕 ・私 の作品の ココを見て!」 ～ 自分 の良 さを アピール しよう～

c「 作品展の評価用紙 を作 ろ う」 ～お互 いの良 さを認 め合お う～ … 本 時

d「 評価用紙 に記入 しよう」～お互 いの良 さを認 め合お う～

⑤ 本時 の活動の テーマ

「作品展 の評価用紙を作 ろう」～お互 いの良 さを認め合お う～

⑥ 本時 の活動の ね らい

評価用紙 を作成す る ことによ って、お互 いの頑張 りを発見 し、認めて い こうという気

持 ちになる。

⑦ 本時 の展開(資 料1参 照)

⑧ 評価 の観点

a話 し合 いに積極的 に参加 で きたか。

b作 品展で お互 いの頑張 りを発見 し、認 めて い こうとい う気持 ちになれたか。
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⑨ 検 証 授 業 の 中 で見 られ た課 題

事 前 の活 動 の 中 で、 自分 の良 さを ア ピール す る活 動(「 僕 ・私 の作 品 の ココを見 て!」)

に あ ま り時 間 をか け られ なか っ た た め、生 徒 は、友達 が作 品展 に向 けて どんな風 に頑 張 っ

て い る のか 、 どん な工 夫 を して い るの か につ いて 、十 分 に理 解 して い な か った よ うで あ

る。 評 価 用 紙 を 作 る前 に、 もう少 しお互 い の頑 張 りを知 り合 う時 間 が必 要 で あ った と思

わ れ る。

また 、 研究 協 議 の 中 で、 以 下 の こ とが課 題 と して指 摘 され た。

a個 人 で考 え る時 間 を も う少 し短 くで きた の で は な いか 。(班 で の話 し合 い や最 後 の

ま とめ に も っ と時 間 を か け た ほ うが良 か った ので は な いか 。)

b話 し合 い が うま く進 め られ て い な い班 が あ っ た ことが 残 念 で あ った。

c今 後 の行 事 に関 して も、 今 回 の よ うな活 動 を継 続 して 欲 しい。

(資料1)学 級指導案

学 習 内 容 ・活 動 指 導 の 留 意 点 評価の観点

・運 動 会 で 、 お互 い を認 ・運 動 会 の ア ンケ ー ト(資 料2)で
、

指
め合 った こと を思 い出 友 達 の こ とを 認 め られ て い た も の を

す 。 紹 介 す る。

導 ・作品展で もお互 いを認 ・前 もって記 入 させ た 『作 品 展 僕 ・

の
め合 って い くに は ど う 私 の作 品 の コ コを見 て!』 に あ る よ

す れ ば よ い か 考 え る。 うな部分 を認 めてあげるため に はど

開 ・本 時 の内容 を説 明す る。 ん な工 夫 を す れ ば よい か考 え させ る。

始
・作 品 展 で の お互 い を認 め合 え る よ う

な 「賞」 を、今度 は自分 たち 自身 で

考 え よ う、 と い うこ とを 説 明 す る。

・ ワ ー ク シ ー ト を 配 布 す ・時 間 を 決 あて 考 え させ る。 ・ し っ か り 考 え

活 る 。 ・班長 の司会で、班員 がそれ ぞれ 自分 られてい るか。

(資料3) の考 えた賞 を出 し合 い、班 の中で3 ・話 し合 い が ス

動 ・最 初 に個 人 で 考 え る。 つ に 絞 る 。 ム ー ズ に行 わ

・次 に班 で話 し合 う。 ・班 で考 え た賞 を黒 板 に書 く
。 れ て い るか 。

の ・班長 が班 の意見 を発表 ・友 達 の意 見 を し っか り聞 く よ うな 雰 ・班長の話を しっ

す る 。 囲 気 をっ くる。 か り聞 い て い

展 ・班 で決 め た 賞 以 外 に
、 ・他 の班か ら出 た案を取 り入 れて もよ

る か 。

自分で考 えた賞 を2～ い こ とを 説 明 す る。

開 3っ 加 え て 、 評 価 用 紙

を 完成 させ る。

活 ・担 任 に よ る ま とめ ・ 「今 日作 成 した評 価 用 紙 を使 って
、 ・作品展 でお互

動
の

・ ワ ー ク シ ー ト を 提 出 す
作品展 で一人 で も多 くの頑 張 りを発 い を認 め て い

ま
る 。 見 し、 認 め て い こ う」 とい う こ と を こ う とい う気

と 確 認 す る。 持 ちになれた
め か 。
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-

⑩
1

(資料2)

・=・釦▲容⑳ 。落黙 己撫 を遺 軌 愚 、人 憾 翌

2年2組 番 名前

2週 間という短期間で準備をすすめてきた運動会でしたが、みんなの頑張 りで、見
事成功をおさめることができました。そ して全員の力で勝ち取 った優勝!先 生は、2
組のみんな一人一人に拍手を送 りたいと思います。

練習期間中に何度か 「頑張っている人の姿に気づくことができる人になろうね」「頑
張っている人を支えていこうね」 という話をしたことを覚えていますか?さ てみんな
は、どれだけの人の頑張 りを見つけることができたで しょうか?そ してどれだけの人
を支えることができたで しょうか?

今日は、自分から見て頑張 っていた人に 「よく頑張ったね」の気持ちを込めて賞を
送 りましょう。(自 分を推薦 しても構いませんよ。)選 んだ理由もしっか り書いて下
さいね。

選んだ理 由(具 体的に)

クラ ス を ま と め て

くれ た で賞

1

一生懸命応援 した

で賞

.

係で頑張 ったで賞

.

最後まであきらめ
なかったで賞

1

いや ～ す ご い!で

賞

.

ムカデで大活躍で
賞

.

(資料3)
作品展 評価用紙

～友遅の良さを認め合おう～

～ で 「賞 」 名前 選んだ理由

班
で
話
し
A
口

つ

て
決
め
た
賞

上
の
3

つ
醤

以
外
に
入
れ
て
お
き
た
い
賞

2年2組

名前

番



〈授業実践2:B中 学校〉

指導計画

① 題材名 「集団 の中で 自己理解 を深 め自己を生かす」

② 題材設定 の理 由

自己を生かす力を育て るには、生徒 自身 が まず 自分 の個性 や能力 を知 ることが大切 で

ある。 しか し、思春期で ある中学生の段 階で は、精神 的に不安 にな った り、 自己中心 的

になった り、 自分を客観的 に見 ることが難 しい面 があ るよ うに思 われ る。 また、他か ら

の評価 によって 自分 の思わぬ良 さや力が見 えた り、 自信 が もてた りす ることもある。

学 級活動の中で生徒が人 間関係を深 め るに は自分 の良 さ、他 の人 の良 さを認 め合 うこ

とが大切であ る。 そ して、他 か らの評価 によ ってよ り良 い自己の在 り方 が見 いだせ る場

合 もあ り、 自己理 解を深め 自己の生 き方 を探 るための機会 と考 え、題材 を設定 した。

③ 指導のね らい

自己理解 を進 あ る上 で、見 た ことや感 じた ことを 自分 の感性 で捉 える ことが重要で あ

る。 そ して、 それを 自分 の得意 な表現方法 で表 す ことで積極的かつ創造的 な自分 自身 の

能力 を引 き出す ことがで きる。思 いがけない自分 の能力 を他 の生徒が発見 し認 めること

で、 自分 自身 に 自信 が もて、望 ま しい人間関係 に発展 して い くことがで きるよ うにす る。

④ 指導 の過程

a表 現方法 を探 る。

・表現方法 には どのよ うな ものが あるのか。

・自分 の得意 な表現 は何か。

b抽 象的 な ものを創造性豊か に表現す る。

・個人又 はグループで テーマにつ いて作品 を作 る
。(約1週 間の期 間)

・テーマ 「仲間 って いいな」

・個人又 はグループで得意 な表現方法で全員が発表 す る
。(1時 間)

・お互 いに感想 を書 き、 よ く表現が伝わ った ものを各 自が選 ぶ。(掲 示 プ リン ト)

・選 ばれ た代 表(3～4グ ル ー プ)が 発 表 す る
。

c活 躍 で き る場 所 を見 つ け る。(ワ ー ク シー ト記 入)

・表 現 方 法 の 種 類 を 確認 す る。

・今 後 の学 校 生 活 に生 か せ る もの を発 表 す る
。

d自 分 を 振 り返 り、 自己 を 見 っ め る機 会 を作 る。

⑤ 本 時 の ね らい

本 時

a学 校生活 の中で表現方法 別 グルー プの活躍可能 な ところをあげ る。

b自 分が活躍 で きる場所 や 自己の発見 にっなげ ることがで きるよ うにす る。

⑥ 本時の展 開

(資料1参 照)
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資料1学 級指導案

学 習 内 容 ・活 動 指 導 の 留 意 点 評価の観点

活
(1)前 回 ま で の流 れ の確

認
動

の

開
(2)本 時 の内容説 明 ・前 回 の発 表 か らの掲 示 プ リ ン トで

始
本 日の代表者 を指名 す る。

(3)掲 示 プ リン トか ら選 ・個人又 は グループで得意 な表 現方 ・特 徴 を生 か した

活 ばれた代表者 の発表 法 で発 表 させ る。 発 表 がで きたか。

動

(4)ワ ー ク シ ー ト の 記 入 ・他 の発 表 を通 して ワー ク シ ー トに
の

感想等 を記入 させ る。

展

開
⑤ ワ ー ク シ ー ト の 発 表 ・どのよ うな表現方法 があ るか発表 ・創造性 豊か な発

さ せ る 。 想 が あ っ た か 。

活 (6)活 躍 で きる場 所 ・自 ・個 人 、 グル ー プの特 徴 を 生 か した

動 己の発見 活動 がで きる行事等 を考 え る。
の

ま

と
・他 の発 表 か ら 自分 を見 っ め させ る。 ・自分 を見 っ め る

め こ とがで きたか。

⑦ 評 価

a創 造 性 豊 か な 表 現 方 法 に よ る作 品 が 作 れ たか 。

b表 現方 法別 グル ー プの活 躍 可 能 な と こ ろを あ げ る ことが で きた か。

c他 の発 表 か ら自己 を 見 っ め 、 長 所 ・短 所 が 少 しで も発 見 で きた か。

⑧ 授 業 中 に見 られ た課 題

授 業 に臨 む に当 た り、分 科 会 内 の各 校 で 実 践 を積 ん で き た。 表 現 方 法 か ら 自己 を見 っ

め て い くア プ ロー チ は 自分 の意 外 な部 分 を 発 見 した りで き る機 会 と捉 え た。 生 徒 の発 想

を豊 か な もの に して い くた め に は、 よ り多 くの 時 間 が 必 要 で あ った と思 わ れ る。 実 践 か

らの課 題 と して次 の点 が 明 らか に な っ た。

a生 徒 の発 想 の展 開 に は、 よ り多 くの 時 間 が 必 要 と され る。

bテ ー マ の工 夫(軽 い もの か ら重 い もの へ)

c評 価 の方 法(次 の活 動 にっ な が る よ うに具 体 的 に行 う)
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羨々な方法 で気持 ちを伝えよ う

1年 A組

題 名

自分達の表現方法

表現方法 には どの

ような種類 があ っ

たか。

番 氏 名

c 1

1.上 の表現方法の 中力・ら、その特徴 を生 か した活動 が出来 そうな学校行事 を考

えてみ よう。

表現方法 ⇒ 行事 ・活動 など

⇒

⇒

⇒

2.他 の人の 発表 や作 品を見て 、今後 自分 自身で学 んで いきたい と思 った ことは

何 ですか。

d

蜘 轟蜘 麹 蜘 轟 P

d
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3研 究のま とめ と今後 の課題

(1)研 究のま とめ

今回の研究 で は、学級 とい う集 団の中での人 とのかかわ り合 いを通 し、 自己を生 かす力 を育

て る学 級活動 を追究 した。形 式が違 う研究授業 を2回 行 ったが、 どち らも生徒 がお互 いの良 さ

を認 め合 う活 動を通 して豊 かな人間関係 を築 くとともに、 自分 の良 さに気付 き、 また は自信 を

もち、それを これか らの学 校生活 に生 か して い くことが 目的の授業 とな った。

〈授業実践1>

ア 生徒が意欲的 に活動 して いる行事 を通 してお互 いを認 め合え るよ うに、行 事の前後 に

学級活動の時間を設定 した。

イ 今回の授業 は運動会か ら作品展 という全 く異な る行事間をっな ぐ授業 と して位置付 け

た。

ウ この授業 の前段階 と して運動会での取組が あ り、 そ こでお互 いの活躍 を認あ合 う経験

が あ ったため、 自分 の作品 の見て ほ しい ところを全員が主張で きていた。 また、 その主

張 を認 め合 う雰囲気 もで きていた。

工 全員分 の主張 を学級 だよ りに したのは効果的で あ ったが、一人一人 の主張 を もう少 し

時間 をかけて理解 し合 える とよい。

オ1っ の行事 だけで終 わ らせ ることな く、1年 間 を通 して このよ うな学級活動 を行 って

い くことが大切 であ る。

〈授業実践2>

ア3年 間の学級活動 の中で どの時期 に行 って もよい ものを考 えた。

イ 表現 す ることを通 し豊 かな人 間関係 を築 く授業 だが、 これを きっか けに して様 々な取

組 へ と発展 させていけ る。(例 え ば、宿泊行事や進路指導 など)

ウ テーマ は学級 の現状 に合わせて変 えてい く必要 があ る。

エ もう少 し時間を とり、一人一人 が表現 にどう取 り組 んだかを掘 り下 げてい く必 要が あ

る。

オ 最後 の 自分を見っめ させ る部分 は、 「自分 の良 さをど う発揮 して い くか」 に変 え て も

よい。

② 今後の課題

「自己理解」「自己表現」 「他者理解 」 は個 々で も大切 な活 動

r鱒 、
他者理解 自己表現

だ が 、 左 の 図 の よ うにお 互 い連 関 し合 い、 繰 り返 し行 う こ と に

よ って さ らに効 果 が 上 が る と思 われ る。

しか し、 現 在 の特 別 活 動 は、 年 間 計 画 を立 て て は い る もの の

行 事 の た め に使 わ れ る こと が多 い傾 向 が あ る。

今 回 の研 究 で得 た こ とは1回 の授 業 や指 導 よ り も、1年 間 継

続 して学 級 活 動 を行 え ば よ り良 い成 果 が生 ま れ て くる とい う こ

とで あ る。 行 事 な ど を有 効 に活 用 しな が ら計 画 的 に指 導 して い

け るよ うに今 後 も研 究 を続 け、 自己 を生 か す力 を育 て る こ と の

で き る学 級 を め ざ して い きた い。
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皿 第2分 科会

副主題

「生徒会 の自治的 な活動 を通 して生徒 の自主的 ・実践的な態度 を はぐ くむ特別 活動 の工 夫」

1副 主題設定 の理 由

生徒 の学校生活 の中で、生徒会活動が 占める割 合 は大 きい。生徒 は日常、委員会活動 や行事

などの様 々な生徒会活動 にかかわ って いる。従 って、生徒会 が組織 と して 自治 的な活動 を展開

し、 そ こに生徒が主体的 にかかわ る機 会を多 くす ることによって、生徒 のよ り自主的 ・実践 的

な態度 をは ぐくむ ことがで きると考 え、本副主題 を設定 した。

第2分 科会 は、生徒会 が 自治的な活動 を展 開で きるよ うにな るためには、次 の2点 が重要 で

あると考えた。

(1)生 徒 会本部役員(リ ーダー)の 育成

② 生徒会 の連絡調整 に関す る機能 の充実

生徒会 とい う大 きな集 団で は、 まず リー ダー となる本部役員 の精力的 な活動 が必 要 とな る。

しか し、本部役員 だけが精力 的に取 り組 んで も集団 は活性化 しない。 そこで2番 目の連絡 調整

機関 の充実 が重要 となる。 っま り、生徒会 の組織 をよ り機能的な構成 に改編 す る ことに よ り、

本部 の方向性 が各学級 まで行 き渡 り、 それ によって生徒一人一 人の考えが全体 に反 映 され るよ

うになる。 このよ うな相互作用が 自治的 な生徒会 活動へ とっなが り、何事 にも意欲 的に取 り組

もうとす る態度 の育成 にっ なが ると考え た。

2研 究の内容

(1)本 研 究の提案

生徒会活性化 のためのキー ワー ドは、 「生徒の 自主的 ・実践 的 な態度 を は ぐ くむ こ と」 で あ

る。 しか し、現状 は 「生徒会 といえば本部役員が 中心 に活動す る」 とい う考 えが生徒 の間 では

強 く、一人一人 の生徒 の生徒会へ の所属意識が低 い傾向が ある。 また、 これ までの生徒会組織

は、得 て して横並 びで あ ることが多か った。っ ま り、本部、各種委員会、学級、学年がそれ ぞ

れ独 自に活動 し、 お互 いに連携 し合 うといった関係が弱か った。

そ こで第2分 科会 はp.16の よ うな生徒会組 織図を考案 し、それ に もとつ く生 徒会活動 の活 性

化 の方策 を考え た。 全て の生徒会 活動を本部役 員を中心 とす る中央委員会でまとめ るのであ る。

中央委員会での話 し合 いは学級委 員が各学級 に伝 え、 また、各学級 での意 見 は学級委員 が中央

委員会 に届 け、その結果 を もち帰 るといった相互作用 を、 よ り活性化 す る ことが大切 で あ る。

それ によ り生徒一人一人 の生徒会活動 への取組 の意欲が増 し、その繰 り返 しか ら生徒の自主的 ・

実践 的態度 が は ぐくまれ るのであ る。 そ して各種行事 もで きるだけ各種委員会 や学級 が役割 を

分担 し、 それぞれが活躍 で きる場 を設 けてい くことで生徒会 は活性化す る と考 え る。第2分 科

会 は2校 の事例 を もとに、 この組織図 を活用 した生徒会活動 の取組 の在 り方 を提案 する。
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② 研究構想図

目指 す
生 徒 像

社会の一員 と

してそれぞれ

の役割と責任

を自覚し、よ

りよい生活を

自ら築いてい

ける生徒

研 究 註三是亘

生徒の自主的・創造的な集団活動を通して
「生きる力」をはぐくむ特別活動の工夫

n n

生 徒 会 員 の
課 題 の 傾 向

研 究 の ま と め と今 後 の 課 題
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(3)本 研究会が提案す る生徒会組織図

学

生徒会活動・生徒会の行事

角U造 的 活 動

地 域 社 会

全校集会

呼びかけ

ポス ター

生徒会新闘

生 徒 会 学校

イ ンターネ ッ トによる

情報収集 及び情報交換

(4)組 織 図活用の手順例(概 要)

ア 生徒 総会 に向けて(詳 細 は実践事例1参 照)

①

②

③

④

⑤

選 挙管理委員会

学級討議(立 候補者 の選 出)

生徒会選挙(選 出後、本部役員 によ る生徒会 目標 の考案)

第1回 学級討議(各 種委員決 め)

第1回 各種委員会(本 部役員 によ るファース トミーテ ィングと三役決 め)

一16一



⑥ 第1回 中央委員会(顔 合 わせ と生徒会 目標 の検討 ・承認)

※ 全 ての生徒会活動 は、本部 の提案 した生徒会 目標を中央委員会で承認 し、 それを もとに行

わ れる。 また各種委員会 の方針、具体的な活動 は、生徒会 目標 に準 じたものとす る。

⑦ 第2回 各種委員会(生 徒会 目標 を受 けての方針案 ・具体的 な活動決 め)

⑧ 本部役員 による議案書作 り

⑨ 第2回 学級討議(議 案書討議)

⑩ 第2回 中央委員会(質 問 ・意見の検討)

※ 学級か ら上が ってきた質問 ・意見 に対 し、 その まま各種委員会 に受 け渡すので はな く、 ま

ず 中央委員会で検討 し、その場で却下 され た意見 に対 しては学級委員が各学級で対応 し、有

意義 な意見のみ各種委員会で検討 して もらうという手順 を踏 むことが大切であ る。

⑪ 第3回 各種委員会(質 問 ・意見 に対す る回答討議)

⑫ 回答書 の作成(本 部役員)と 配布(学 級委員)→ 学級 へ

⑬ 質問 ・意見 を発表す る生徒 の打 ち合 わせ

⑭ 議長団会議(議 長団 は一般公募で も中央委員会 の議長で も良 い)→ 承認 は生徒総会

⑮ 第3回 中央委員会(生 徒総会 リハ ーサル)

⑯ 生徒総会

イ 地域社会 との連携(詳 細 は実践事例2参 照)

① 地域 社会 の関係諸機 関か ら生徒会へ の参加要請

② 本部役 員 による企画考案

③ 第1回 中央委員会(概 要の説明 と承認、広報活動の依頼)

※ 常 に本部 の提案を中央委 員会で検 討 し、各種 ・学級委員会や学級 に下 ろ して い く。

④ 第1回 学級会(参 加 者の募集確認)

⑤ 第1回 各種委員会(各 分野の特性 を生か した活動 の考案)

⑥ 第2回 中央委 員会(参 加者 人数確 認、各種活動の検討)

※ 学級や各種委 員会 か ら上 げ られた意見を中央委員会 で集約 し生か して い く。

⑦ 第2回 学級会(中 央委 員会 の結果 の報告)

⑧ 当 日の第1回 参加者 ミーテ ィング(地 域社会 の関係諸機関の方 を含む)

⑨ 第3回 中央委員会(最 終確認)

⑩ 第2回 参加者 ミーテ ィング(最 終 確認)

⑪ 当 日までの準備

⑫ 当 日の活動

⑬ 活動 の報告
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〈実践事例1:C中 学校〉生徒会組織図 を活用 した生徒総会

本校 の生徒会活動 は、毎年1回 行 われ る役員選挙で多数の立候補者の中か ら選 出 された役 員

を中心 に して行 われてい る。 そのため役員 たちの意識 は高 く、熱心 に活動 して いる。 しか し実

際 は生徒会全体 が組織 的に機能 してお らず、 せ っか くの役員 たちの意識が各生徒 まで伝わ らず、

各生徒 も生 徒会の一員 であ るとい う自覚 が弱 い。 そ こで、10月 に発足 した新生徒会本部を 中心

と し、組織 的 に生 徒会全 体を活性化 させ ることを 目的 として、組織図 を活用 した生徒総会を実

践す ることに した。

(1)生 徒総会 までの流れ

生徒総会 は1年 に前期 と後期の計2回 行われてい る。後期 は役員選挙のす ぐ後 に開かれるが、

その後 の生徒会本部や専門(各 種)委 員会の活動方 針を決定 す るものであ る。役員選挙か ら生

徒総会 まで の流 れは次 の通 りで ある。

① 生徒会選挙 … 選挙管理委員会 の運営 による。

② 第1回 学級討議 …専門委員決 めを行 った。

③ 本部役員 によ る生徒会 目標 の提案 「やるな ら今～未来 を大切 にす るため に～」

これ までの生徒総会 の流 れで は、生徒会 目標 は専門委員会 のスローガ ンと同時期 に、総会 の

議案書 と して誌面 で発表 されていた。 そのため、専門委員会か らは独立 した目標 と して と ら

え られ ることが多か ったのだが、今回 の生徒総会で は役員会 の意思が専門委員会 の活動を通

じて も一般 生徒 に伝 わ るよ うに、早 めに検討 を開始 した。

④ 第1回 専門委員会 … 生 徒会本部 と各専 門委員会 のっなが りを強 くす るために、役員が

司会進行を し、 自己紹介 ・委員長 の選 出等 をすべて生徒 だけで行 った。 また、役員 だけで は

すべて の委員会を担当 しきれな いので、前 期役員 に手伝 って もらった。(資 料2)

⑤ 第1回 中央委員会 … 役員、④ で選 出された各専門委 員長 、 各学 級 か らの代表 者(代

表委員)に よる初 めて の顔合わせ とな った。始 め に自己紹介 と議長 の選 出を行 った後、役員

会 か ら今期 の生徒会 目標 「やるな ら今」が提案 され、検討の後承認 された。 その結 果専門委

員長 に次 の専門委員会で、 この生徒会 目標 に基づ いた スローガ ン ・活動 目標 ・活動 内容 が検

討 され ることが依頼 された。(資 料1)

⑥ 第2回 専門委員会 … ⑤ で提案 された生徒会 目標 「や るな ら今」 を受 けて、 各 委員 会

で具体 的なス ローガ ン ・活動方針 ・活動 内容が検討 された。

⑦ 第2回 中央委員会 … 専 門委員長が ⑥ での決定事項 を発表 した。 また役員 会 か らは、

各 クラスの代表委員 に対 して学級討議 の もち方 にっ いての説明が あ った。学級討議 も生徒だ

けの運営 で行 え るよう、資料 を役員会 が作成 し(資 料3)配 布 した。本部役員 はその後、生

徒会 目標 と各 種委員会 の スロー ガ ン活動方針等 をま とめた議案書 を作成 した。

⑧ 第2回 学級 討議 … この学級討議 は、生徒総会 の前段 階 として位 置付 け られてい る。 そ

の ため学級討議での質問事 項 ・意 見等 は、各学級 の意 見 と して生徒総会 で発言 され る。生徒

総会当 日の、思 いっ きや場 を盛 り上 げよ うとす る意 図での発言 をな くし、総会 を ス リム化 す

るために も、学級討議の もつ重要性を代 表委員が各生 徒 に理解 して もらえるよう呼びかけた。

その後、議案書 に対 しての質問や意見 ・要望 につ いての話 し合いが行われた。

⑨ 第3回 中央委員会 … 各学級か ら出て きた質問や意見 ・要望等 を発表 し、役員会 ・専門一
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委 員 長 に回 答 を依 頼 した。 こ の段 階 で 、 生 徒 総 会 で の 意 見 と して ふ さ わ し くな い もの や、 学

級 で 重 複 して い る もの を選 別 した。

⑩

⑪

⑫

⑬

第3回 専門委員会

第4回 中央委員会

第3回 学 級 討 議

議 長 団 会 議

各学級か ら出た質問や意見 ・要望へ の回答 を討議 した。

各学級へ発言 が依頼 され た。

発言者 が決定 された。

今回 の生徒総会 では議長団 の立候補が 出ない場合 には、 中央委

員会 で選 出 した議長 が議長団 をっ とめる ことにな っていたので、事前 に打 ち合 わせ

を行 った。 その後 中央委員会参加者及 び発言者 によ る総会 リハ ーサ ルが行 わ れ た。

⑭ 生徒総会

生徒会本部 中央委員会 専門委員会 学級活動

① 生徒会役員選挙(選 挙管理委員会)

②学活(専 門委員決 め)

③役員顔合わせ

本部方針の検討 ④第1回(組 織作 り)

⑤第1回(組 織決 定 ・

本部方針説明)

⑥第2回(活 動方 針決

⑦第2回 定)

(学 級討議 の持 ち方)

⑧学級討議

⑨第3回 (質 問 ・意 見 。要 望)

(質 問 内容 の精選)

⑩第3回(質 問へ の回

⑪第4回 答)

(発 言者 の依頼) ⑫学活(代 表者の決定)

⑬ 第5回(リ ハ ーサ ル)

⑭ 生 徒 総 会

② リー ダ ー の育 成

生 徒 会 の 自治 力 を育 て る た め に必 要 に な って くるの が リー ダ ーへ の 指 導 で あ る。 専 門 委 員 会

や 学 級 活 動 に お い て、 生 徒 が 自分 た ち の力 で生 徒 会 活 動 を行 って い る と い う認 識 を も たせ る た

め に も、 各 種 活 動 に お け る教 員 の援 助 は最 小 限 に と どめ 、活 動 前 や そ の 後 の リー ダ ーへ の指 導

を大 切 に し、 活 動 中 は で きる だ け生 徒 主 導 と した い。 そ の た め に も リー ダ ー と な る本 部 役 員 へ

は常 に全 体 の流 れ を把 握 させ 、 見 通 しを も って活 動 させ る と同 時 に、 方 法 を あ る程 度 マ ニ ュ ア

ル化 して お く必 要 が あ る。 生 徒 会 活 動 の リー ダー で あ る役 員 と、 委 員 会 活 動 の リー ダ ーで あ る
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委 員長 、 学 級 活 動 の リー ダー で あ る代 表 委 員 の連 絡 調 整 が ス ム ー ズ に い けば 、 お 互 い の活 動 を

助 け合 い 、 自治 の力 も育 って くる と考 え られ るか らで あ る。

また、 生 徒 会 顧 問 は、 職 員 会 等 を通 して、 生 徒 会 活 動 の進 行 状 況 を全 員 の 教 職 員 が 把 握 で き

る よ う努 め る こ とが大 切 で あ る。

(3>ま と め

今 回 の実 践 事 例 は、 校 内 に お け る組 織 の交 流 を 今 まで 以 上 に活 用 し、生 徒 の 自治 の 力 を 発揮

させ る こ とが ね らいで あ った。 事 前 準 備 、 リー ダ ー と の打 ち合 わ せ 等、 時 間 や手 間 はか か る も

の の、 生 徒 た ち が生 き生 き と活 動 す る姿 が 見 られ る よ うにな っ た。

〈生 徒 の感 想 〉

「私 た ち は、生 徒 総 会 の 日 まで、 ス ロー ガ ンを決 め た り、 そ の設 定 理 由 を決 め た り、 自分 た

ちが ど の委 員 会 を担 当 す る のか な ど を決 め、 み ん なで一 生 懸 命協 力 して 仕 事 を し て い ま した。

そ の中 で 、 私 は生 活 委 員 会 の担 当 を して 、2回 目の専 門委 員 会 で、 生 活 委 員 会 の ス ロー ガ ン と

活 動 方 針 ・活 動 内 容 を 決 めて も ら うと き、役 員 会 が ど う して この ス ロー ガ ンを た て た の か を説

明 す るの に とて も緊 張 しま した。 で も、 そ の委 員 会 で は 「い い ス ロー ガ ンだ ね 。」 と言 わ れ た

り しま した。 ま た、 学 級 討 議 の 時 は、新 代 表 委 員 が話 を進 め て くれ、 私 も役 員 会 の説 明 や、 各

委 員 会 へ の質 問 に集 中 で きて とて も楽 しか った で す。 そ の た あ、 学 級 の各 委 員 もい ろ い ろ な質

問 の 応 答 にそ なえ て が ん ば って い ま した。」(1年 書 記)
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(資料3)学 級討議の進め方
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〈実践事例2:D中 学校〉生徒会組織図 を活用 した外部機関 との連携

本校 には平成11年6月 に空 き教室 を利用 しての保育園(分 園)が 開園 した。生徒達 は普 段 の

学校生活 の中で園児 と接す る こともある。 そこで、保育園 との交流活動 を通 して、学校、家庭、

地域社会 との連携 を進 め、学校や地域社会 の一 員 と して、 よりよい生活を築 こうとす る自主的、

実践 的な態度 を育て るために、保育園 と話を進 めて きた。

また、生徒会 の中央委員会 を活用 して、生徒 会活 動を より組織 的に活性化 させ るために、保

育園運動会交流会 を実践す る ことに した。

(1)保 育園運動会交流会 までの流れ

事前 に保育園 と中学校で、おお まかな活動 内容 にっいて話 し合 いを行 う。

生徒会本部役 員会 … 担当教員 が本部役員 に概要 を説 明 し、本部役員 は具体的 に企画 を

立案す る。

i第1回 中央委員 会i… 本部役員会 か らの原案 を もとに話 し合 いを進 あ、委員会単位 でで

き る活 動 を話 し合 って ほ しい こ と、 当 日参 加 で き る生 徒 にっ いて は

申込 を して も ら う こ とを確 認 す る。

各 学級 で … 各 学 級 の 中央 委 員 が ク ラス に運 動 会 交 流 会 の概 要 を説 明す る。 また、

本 部 役 員 会 が作 成 した 申込 プ リン トを もと に して 、 運動 会 当 日に参

加 で き る生 徒 を募 集 す る こ とを連 絡 す る。

・ ・ ・ ・ ・ ・… 放 送 部 が 中央 委 員 会 か らの依 頼 を 受 けて 、昼 の放 送 で広 報 活 動

を行 う。

専 門委 員会 ・学年 委 員 会 … 運 動 会 で 、 で き る こ と につ いて話 し合 い を す る。

生 徒 朝 会 ・ ・ … 本 部 役 員 会 か ら運 動 会 当 日参 加 で き る生 徒 の最 終 呼 び か け を行

う。

i第2回 中 央 委 員 会i… 各専門委員会で話 し合われた ことの報告 を し、重複 している内

容 な ど につ いて調 整 を行 う。

当 日参 加生 徒 打 ち合 わ せ 会 ・ ・運 動 会 の プ ロ グ ラム の確 認 を し、 参 加 生 徒 の グル ー

プ作 り と仕 事 分 担 を行 う。 ま た、 保 育 園 側 よ り、 幼

児 との接 し方 につ い て の指 導 を受 け る。

各 学級 で ・ ・ … 各 学 級 の 中央 委 員 が ク ラス に第2回 中央 委 員 会 で話 し合 わ れ た

こ とを連 絡 す る。

専門委員会 ・学年 委員会 第2回 中央委員会 で決定 した活動内容 にっ いて報告 を し、具体

的 な活動方法 につ いて話 し合 う。

当 日参加生徒打 ち合 わせ会 ・・集合時間、持 ち物、活動内容等 の最 終確 認 を行 う。

専 門委員会 ・学年委 員会 ・・各委員会 ごとに運動会前 日準備を行 う。

運動会 当 日 ・… 保育園職員 と同 じ時間 に集合 し、活動 していく。運動会終了後、

保育園職員 と片づ けを行 い、昼 食を食べなが ら談話 をす る。

生 徒 会 本 部 役 員 … 参加生徒か ら感 想文を回収 し、生 徒朝会 で報告す る内容 を まと

める。

生徒朝会 ・・… 生 徒会本部役員 が生徒朝会 で運動会交流会 の報告 をす る。
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(2)具 体 的な活動 内容

運動会前 日までの活動

各 委 員 会 参加数 活 動 内 容

生徒会本部役員会 7名 ・全 体 の 企画 を し、 中央 委 員 会 に提 案 す る。

・運 動 会 当 日 に参加 で き る生 徒 を募 集 す るプ リン トを作成 す る。

中央委員会 24名 ・生徒会本部役 員会か らの提 案を討議 す る。

・各委員会、各学級 に話 し合われ た内容 を連絡 す る。

・放送部 に昼 の放送で広報活動 をす るよう依 頼す る。

1年 学年委 員会 0名 ・学 年 行 事 で多 忙 な た め、 活 動 は見 合 わ せ る。

2年 学年委員会 12名 ・縦90cm×270cmの 白色 段 ボ ー ル を使 って、 横 断 幕 の作 成 を行

う。

3年 学年委員会 12名 ・当 日参加 で き る生 徒 が多 くな る よ うに、3年 生 に呼 び か け を

継 続 的 に行 う。

生活委員会 20名 ・生活委員 と して は、特定の活動内容が話 し合えなか ったたあ、

他 の委員会で人数が必要 なところに人材派遣をす る。

体育委員会 20名 ・本 部 テ ン ト設 営 と本 部 席 の机 ・椅 子 の準 備 を 行 う。

整美委員会 20名 ・校 庭 の小 石 を拾 い、 ブ ラ シをか け て グ ラ ン ドを整 備 す る。

・校 門付 近 の清 掃 を行 う。

保健委員会 10名 ・校庭 の周囲 にあ る水飲 み場 の清掃 と石 鹸の取 り替 えを行 う。

選挙管理委員会 0名 ・生徒 会選挙 に関す る活動 が多忙 なため、活動 は見合 わせ る。

図書委員会 20名 ・ トイ レの清 掃 と、 保 護 者 が トイ レまで 土 足 の ま ま で 行 け る よ

うに昇 降 口 と廊 下 に シ ー トを 敷 く。

きま り検討委員会 20名 ・駐 輪 場 に な る中庭 の清 掃 と ライ ン引 きを行 う。

当日の活動

各 委 員 会 参加数 活 動 内 容

生徒会本部役員会 7名 ・当 日の 活 動 の よ うす を デ ジ タル カ メ ラで記 録 す る。 後 日 この

デ ー タを 利 用 して 本 校 ホ ー ム ペー ジの 「生徒 会 の活動」 に ア ッ

プす る予 定 で あ る。

体育委員会 16名 ・駐 輪 場 で、 保 護 者 が乗 って く る自転 車 の誘 導 を行 う。

・競 技 ご とに使 用 す る用 具 の 出 し入 れ を行 う。

・本部 テ ン ト等 の会 場 設 営 を行 う。

個人で 申 し込 んだ

生徒

31名 ・競 技 中 の 園 児 の誘 導 を 行 う。

・水 飲 み 場 で の園 児 へ の 援 助 お よ び、 巡 回 を 行 う。

・競 技 中 の園 児 へ の応 援 を す る。
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3研 究の まとめ と今後 の課題

(1)研 究の まとめ

本研究 は、 まず主題を受 けて、生徒 の 「生 きる力」 をは ぐくむ ために何 が必要 かを考 え た。

その際、生徒一人一人が生 徒会活動 に積極 的に取 り組 め るよ うになれば自主的 ・実践 的 な態 度

が養 われ、それが将来何事 に も進 んで参加 しよ うとする意欲 にっ なが ると考え た。そ こで副主

題 が設定 され たので ある。 この副主題 を設定 す るにあた って、集団 にばか り着 眼 して しまい、

生徒一人一人へ の働 きか けがなかなか見えて こなか った。幾度 も話 し合 いをす る過程で、本部

役員 の育成 は もちろん、中央委員会 を中心 とす る、生徒会 の連絡調整機関 の充実が、所属感を

増 し、進んで取 り組 もうとす る意欲 にっなが ることが実証 で きた。本研究 の留意点 として、①

生徒会 は全生徒 によって組 織 され るとい う意識 が もて るよ うに した。②組織図 の活用の手順 を

明確化 した。③生徒一人一人 の意見が反 映 され る生徒会活動 がで きるよ うに工夫 した、 の3点

で あ る。 その成果 は以下の通 りで ある。

ア ① にっいて、本部役員 の提案 をす ぐに全生徒 に流 す ので はな く、 必 ず 中央 委 員会 で検

討 し、学級委員 を通 して各学級 に伝え た。 その ことにより中央委員会 の役割 が明 らか にな

り、生徒会へ の所属感が増 した。

イ ② につ いて、 これ まで滞 りがちであ ったガイ ダンス機能が スムーズに行 え るようにな っ

た。 その結果、時間の短縮や、新 しい企画の取組 な ど、生徒会活動の充実へ とっなが った。

ウ ③ にっいて、 中央委員会 と一人一人 の生徒 との相 互 のか かわ りによ って生徒 会活動 が

成 り立 って いるとい うことを実感 した生徒が多か った。 この ことは集 団の活性化 に とって

最 も重要で あ った。 そ して、進 んで生徒会活動 に参加 しよ うとす る生徒 の増加 が、生徒会

活動以外 の学校生活 に も良 い形 とな って現れ るよ うにな った。

② 今後の課題

今後 の課題 と して はガイダ ンス機能の充実 があ る。生徒 にどれだけ活動 させ るのか。 その範

囲 はど うす るのか。 マ ンネ リ化を防 ぐため にはどうす るのかな どの問題 にかかわ って、生徒へ

の教師 の適切 な助言が必要不可欠であ る。教師の適切 な助言 によ り、時間 の短縮 は もちろん、

取組 の内容 の充実 に もっなが る。 今後 は、生徒会活動 において どのよ うなガイ ダンス機能が適

切 なのか を探 ることが求 め られ ると考え る。

生徒会活動 を通 して 「生 きる力」 を は ぐくむために は、様 々な活動 を、年間を通 して、また、

中学校一年生か ら三年生 までの成長 を展 望 した長期 の継続 的な活動 に してい く必要 があ る。 こ

の ことを踏 まえ、更 に自主 的 ・実践 的 に生徒が活躍 で きるような計 画的な生徒会活動 の在 り方

を追究 して いきたいと考えて いる。
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